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をと つて、 お嬢さん か 奥さんに でもす るよう に、 しお 

らしく うなだれて 仰 言 るんで す。 僕 は 君と いっしょに 

なろうと か、 君 をす つかり 自分の ものにしよう とか、 

そんなつ もりで いるん じ やない。 ただ、 君に しっかり 

生きて いても らいたい。 君 はほんとの 労働者 だ。 けれ 

ど、 労働者と しての 矜りを 持って いない。 今の 世に 労 

働 者 はいちばん 尊い の だから、 それだけの 衿り を 持た 

なけり やい けない。 その 矜りを 持つ に は、 売らない こ 

とだ。 働く の はいくら 働いても いい。 けれど、 売って 

はいけ ない。 働く ことと 売る こと はちが う。 とその よ 

うな こと を、 まじめに 真剣に S: 言 るんで しょう。 ふだ 



んは 無口な かた だけれ ど、 そんな 時には ひどく お 饒舌 

になる のでした。 思いきって 働く がいい、 けれど 売つ 

ちゃい けない。 それだけが、 君に 対する 僕の 望み だ。 

とそうく リ 返し 仰 言 るんで す。 それが へんに、 あたし 

の 胸 を 刺しました 〔# 「刺しました」 は 底本で は 「剌 しま 

した 匕。 あたし いつのまにか 泣き だして、 村 尾さん の 

腕に きつく 抱かれて いました。 息苦しく なって、 自分 

に 返る と、 何だか 極り わるい 気がしました。 そんな 気 

持に なった こと は、 近頃に ない ことです。 

そのような ことがあったり、 また 何よりも、 いちば 

ん度々 逢って たもので すから、 あたしい つか しらず 



〔# 「いっか しらず」 は ママ r 村 尾さん を 頼りに する よ 

うにな つてい きました。 といっても、 心から 好きに 

なった のと はちが います。 お父さんの 教え は、 りっぱ 

に 守って るつ もりでした。 芸者 をして いる 間 は、 どん 

な 人で も、 ほんと に 好に なって はいけ ない、 とそう 決 

心して いました。 そして、 やはり、 いくらか 我儘の 出 

来る 地位に はなって いました けれど、 前からの 義理 あ 

いで、 時には 身体で 稼ぐ こと も 続けて いました。 それ 

も、 あたしに とって は、 働く ことの 一 つでした。 村 尾 

さんとの そうした こと も、 働く ことの 一 つでした。 た 

だ、 働く の はよ いが 売って はいけ ない、 という その 区 



別が、 何だか 胸 を 刺す 〔# 「刺す」 は 底本で は 「剌す 匕 よ 

うでいて、 それ も はっき リ分リ ませんで した。 それに、 

村 尾さん ばかり 頼りに していた ので は、 お金の 上の こ 

とで、 村 尾さん が 今に きっとお 困りになる、 只今で も 

どんな 無理 をな すって るか 分らない と、 そうした 心配 

もあって、 村 尾さん ばかり を 大事に する わけに もい き 

ませんで した。 

それでも やはり、 あたしの 心で はなく、 あたし 全体 

が、 村 尾さん の 方へ よりかかって いってる ようでした。 

殊に、 誰から かっけ ねらわれ てること に 気がついて か 

らは、 なおそう でした。 つけねらわれる といっても、 



い 態度 をな すって、 早く 依田さん の 世話になったら ど 

うだと か、 よい 旦那 を 見つけたら どう だと か、 僕が こ 

れ ほど 力を入れて やつ てるのに まだ 売る 気な のかな ど 

と、 それ もた だの やきもちと ちがって、 へんに 冷く 突 

き剌す 〔# 「刺す」 は 底本で は 「剌 す」； - ように 仰 言 るんで 

す。 あたし いい加減に あしらって、 旦那なん か 面倒く 

さくてい や だの それ も あたしと して は 本当の こと 

だし、 また、 インチキな 稼ぎ 方なん かちっと もしない 

と —— それ も あたしの 気持から すれば 本当の こと だし 

そんな 風に 答えます と、 こんど は 村 尾さん、 あたしの 

額 を 見て、 にこに こ 笑って いらっしゃ るんで しょう。 



で、 ふと 耳に はさんだ あたしの 話 を 思いだ し、 こいつ 

かなと 思った のでした。 黒い マント をす つぼり ときて、 

黒い 帽子 を ふかく かぶ つ て、 それほど 寒く もない のに、 

襟 卷で頰 をつ つんで るんだ そうです。 この 野郎と、 つ 

かまえる つもりで、 作さん が 向って いくと、 先方で は 

早く も 気がついて、 つと 横町へ 切れ こんだ かと 思う ま 

に、 歩いて るの か 駆け だしてる のか、 足音 もさせない 

で、 それが 風の ような 早 さで、 消えて なくな つ てし ま つ 

たのでした。 だけど、 あわてた とみえて、 ハンカチ を 

落して いった。 もし 心 当りの 人で も あると いけない か 

ら、 ないしょで 知らせ るんだ といって、 作さん は、 K 



し、 さんざん 苦労 もした し、 一人前の 男に なった もの 

だと、 ひとごと のように 云 うんです。 あたし 何だかな 

さけ なくなって、 やたらに 酒 をのんで やりました。 

そうした ところへ、 電話でした。 もう 十一 時半 頃で 

したでし ようか。 日頃 ひいきに なって るかた のお 座敷 

だった ので、 何の 気 もな く 受けて、 戻って くると、 村 

尾さん はしらけ た 顔で、 笑いながら 神経質に、 お 座敷 

だろう から 帰る よと、 すぐに 立 上ろうと なさ るんで す _ 

あたし はなおな さけ なくなって、 ほんと に 涙ぐんで、 

さんざんだ だ を こねて やりました。 今晚 はどうした つ 

て 帰さない、 ちょっとで 貰える お 座敷 だから、 待って 
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